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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 37 kDa; Observed MW: 37 kDa

MCL1
MCL1; BCL2L3; Induced myeloid leukemia cell differentiation protein Mcl-1; Bcl-2-like
protein 3; Bcl2-L-3; Bcl-2-related protein EAT/mcl1; mcl1/EAT
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	応用
	抗原情報
	背景
	MCL1は、Bcl-2ファミリーに属する骨髄細胞白血病タンパク質です。異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写産物が同定されています。長い方の遺伝子産物（アイソフォーム1）はアポトーシスを阻害することで細胞生存を促進し、短い方の遺伝子産物（アイソフォーム2）はアポトーシスを促進し、細胞死を誘導します。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	MCL1 抗体を使用したさまざまな溶解物中の MCL1 のウエスタン ブロット分析。
	

	Mcl1 抗体を使用した Jurkat 溶解物中の MCL1 のウエスタン ブロット分析。
	

	MCL1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプル。
	

	MCL1 抗体を使用した HUVEC 溶解物中の MCL1 のウェスタン ブロット分析。右側のレーンは合成ペプチドでブロックされています。

